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エグゼクティブサマリ
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2025年5月期第3四半期 業績サマリー

第3四半期はM&Aによる増収があったものの、AI教育ニーズの一巡や生成AIの急速な進展による受注先送り
で売上高が前年同期比11百万円減少。一方、コスト削減等が功を奏し営業利益、純利益は共に黒字に回復

1,576百万円 前年同期比 ▲11百万円売上高

③AI/DXソリューション事業

487百万円

53百万円 前年同期比 ▲208百万円営業利益

8百万円 前年同期比 ▲186 百万円四半期純利益

②AI/DXプロダクト事業

918百万円

①AI/DXリスキリング事業

170百万円

サービス別売上高

第3四半期業績（連結/累計）

※ EBITDA=営業利益＋償却費＋のれん償却費＋株式関連取得費用(仲介費用等)

145百万円EBITDA

. . .etc. . .etc

前年同期比 ▲119百万円
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EBITDA=営業利益＋償却費＋のれん償却費＋株式関連取得費用(仲介費用等)

修正通期
業績予想

（2月14日公表）

25/5期3Q累計
（連結）

進捗状況

（単位：百万円） 金額 金額 比率または金額

売上高 1,930 1,576 81.7%

EBITDA 3 145 +142

営業利益 ▲110 53 +163

経常利益 ▲110 54 +164

四半期純利益 ▲150 8 +158

通期業績予想に対する進捗（連結/累積ベース）

想定された顧客獲得の減速は限定的にとどまり、売上高は進捗率81%と前年並みに進捗。EBITDAおよび営
業利益は黒字を確保し、収益面では一定の成果をあげた
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ファクトリアル社の株式を追加取得し完全子会社化へ
FY27の収益黒字化とグループ力の最大化を見据え、経営効率の向上と、変化に即応する機動的な意思決定
を可能にする体制構築の観点からファクトリアルを完全子会社化

M＆Aについて

ca

ファクトリアル社の株式を追加取得（2025年2月28日）※

•ソリューションの共同提案や受注の強化
•デザインから実装までの一気通貫支援体制の拡充
•技術、人材、ノウハウの相互活用による競争力の底上げ
•グループ横断の開発基盤、ナレッジ統合を推進
•中長期的な粗利率の改善や納期短縮による顧客満足度向上を期待

グループシナジーの最大化に向けてファクトリアルのクリエイティブ/開発力と当社
のAI技術・プロダクトを融合させ、グループ全体での提案力・実行力を強化。

株式取得の
目的

※取得の詳細については2025年5月期第3四半期決算短信p.8ページをご覧ください。
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2024年5月期 第3四半期決算概要
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2Qに引き続き、案件受注および契約継続が軟調に推移したことから、売上高は前年同期比でほぼ横ばいに着
地。一方、前年同期比で人員構成の変動により人件費や販管費が増加したことで営業利益は208百万円減少

P/Lサマリー

24/5期 3Q累計
(連結)

25/5期 3Q累計
（連結）

前年同期比

（単位：百万円 / 連結） 金額 比率 金額 比率 金額 比率

売上高 1,588 - 1,576 - ▲11 ▲0.76%

売上原価 433 27.3% 551 35.0% +108 +27.3%

売上総利益 1,145 72.1% 1,025 65.0% ▲120 ▲10.5%

販管費 883 55.6% 972 61.7% +88 +10.1%

営業利益 261 16.5% 53 3.4% ▲208 ▲79.7%

経常利益 258 16.3% 54 3.4% ▲204 ▲79.1%

四半期純利益 194 12.2% 8 0.5% ▲186 ▲95.9%
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売上高 推移

サービス別売上高推移

210 170 

974 
918 

403 
487 

24/5期3Q累計 25/5期3Q累計

②AI/DXプロダクト

Aidemy Businessは教育が一巡した顧
客企業で解約が見られ、全体として減
収。Aidemy Practiceは堅調に推移し
ているが、計画値には未達の状態で、
ショートしての着地となった。

③AI/DXソリューション

連結効果やM&Aにより売上高は前年
同期比で伸長し、堅調な成長を維持。

①AI/DXリスキリング

1,588 1,576

（単位：百万円）

売上高

1,576百万円

（2025年3Q累計）

②AI/DXプロダクト

58.2%

サービス別売上構成比

③AI/DX ｿﾘｭｰｼｮﾝ

30.9%

①AI/DX ﾘｽｷﾘﾝｸﾞ

10.8%

申込率の改善施策により一定の効果
は見られるが、成果の定着には至っ
ていない。競合環境の変化も踏まえ、
追客体制の見直しと組織の再構築に
取り組んでいる。

▲12

+20.8%

▲ 5.7%

▲19.0%

前年同期比

前年同期比

前年同期比

第3四半期累計の売上高は1,576百万円となり、AI/DXソリューション事業が前年比20.8％増と堅調に推移
他サービスは前年同期比を下回り、引き続き営業体制の見直しと再構築が課題
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25/5期

10

デリバリー要因の拡充により、売上総利益は前年同期比で減少したものの、営業利益は黒字を維持し、
前四半期比では改善傾向

売上総利益 営業利益 四半期推移

▲114

46
37

18

59

31

58

88

60

136

64

32

▲27

10

70

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

売上総利益・売上総利益率 推移 営業利益・営業利益率 推移

22/5期 23/5期22/5期 23/5期

16.7% 13.1%
5.3%

15.0% 7.3% 14.3% 20.4% 12.9% 23.3% 12.2%
6.1%

▲5.2% 1.9%
3.4%

24/5期 24/5期

+6

単体 連結

（単位：百万円）

25/5期

24/5期 2Q

AI/DXソリューション
において大型案件発生

単体 連結

64.1%

74.5% 76.2% 77.1% 78.0%76.7%
73.3%

69.9% 71.5% 70.9% 74.1%

65.0% 64.6% 62.8%
65.0%

151

207
219

273

310
326

298 304

336

415
393

345 338
363

363

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

▲30
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236

277 287

354

398
425

407
435

472

585

531 531 527 517 532

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22/5期 23/5期 24/5期 25/5期

11

プロジェクト1,000万円以上を受注した顧客社数推移

単体 連結

■ 売上高（単位：百万円）

売上1,000万円以上の顧客社数（単位：社）

0社

7社

7社 7社

売上高は横ばいながら前四半期をわずかに上回り、1,000万円以上の大型案件を受注した顧客社数も増加
前年同期比では横ばいが続くものの、1社あたりの高単価取引には広がりが見られており、今後の成長に向
けた注力課題となっている
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9 9 9 9 9 9 9 10 11 16 20 20 15 16 17

24 24 27 25 27
33 36 37 39

35

43 44
42 40 37

19 19 17 20
23

25
31 32

36 37

60 59 75 76 82

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

22/5期 23/5期 24/5期 25/5期

テクノロジー ビジネス コーポレート

12

従業員（正社員）数の推移

テクノロジー：
エンジニア、データサイエンス、コンテンツ制作
コンサルティングにかかる人員

52 52 53
59

54

67

76
79

88

（単位：人）

123

ビジネス：
セールス、カスタマーサポート人員

※ 24/5期 3Qからファクトリアルのテクノロジー、ビジネス、コーポレートの人員を合算

※ 25/5期 1Qからまぼろしのテクノロジー人員を合算、 25/5期 3Qからトゥーアールのテクノロジー人員を合算

連結開始※

123

133 132

86

136

まぼろし社M&Aに引き続き、トゥーアール社M&Aにより
即戦力となるテクノロジー人材を確保
AI/DXソリューション事業において受注案件の拡充が期待される
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ca

既存顧客とのビジネスの機会拡大を優先

課題

FY25 3Qは、既存顧客にフォーカスした戦略を実行。4Qも引き続き営業体制強化に向けた取り組みを推進。

課題に対する対策

M&Aの実施により稼働できるエンジニア人材は確保済み、今後は案件獲得に向け営業力強化を図る

13

ca

•顧客リレーション深耕方法の形
式知化

•顧客との中長期活動方向性の合
意

•人事リレーションの構築

①解約防止

継続率の向上

ca

•案件管理体制の改善

•DevAI※による生産性向上

•稼働管理の標準化

•エンジニア/デザイナーなどのグ
ループ交流

③社内品質の向上

成約率/生産性の向上

ca

②顧客単価の向上

アップセル/クロスセルの向上

•顧客との定期リレーションの機
会増加

•各サービスの強みを再定義

•グループ間の事業連携（案件創
出）

※ ソフトウェア開発に活用できる AI ツールのことを指す。アイデミー社内で使われる造語でソースコードの生成だけでなく、デザイン、要件定義などのドキュメント、テストケース作成なども含む
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生成AIを起点とした新サービス展開と提案強化による提供価値の拡大。既存顧客の深耕と継続案件の推進に
よるLTVと収益性の向上に注力

個人の自己実現に寄り添いながらAIを実装する
スキルを身につけ、個人のキャリアアップを応
援する事業

①AI/DXリスキリング事業

2025年5月期 第3四半期 サービス別取り組み

企業のAI活用を中心とした新たな変革を支援す
るため、オンラインで学習できるプロダクトな
どを提供する事業

②AI/DXプロダクト事業

AIを中心としたプロダクトの開発・実装のため、
顧客に伴走しながら企業のデジタル変革の成功
体験を提供する事業

③AI/DXソリューション事業

個
人
向
け
事
業

法
人
向
け
事
業

第３四半期での主な取り組み

Aidemy Business受講終了の既存顧客に対して、Aidemy Practiceや

Modeloyへのクロスセル提案強化。その結果、大手自動車メーカーに

おいてLTVが大幅に成長

12月に「生成AI活用講座」を新規開講、また新サービス「Aidemy

Coaching」、「Aidemy Agent」もリリース。キャリアコーチング、

学習、転職といったキャリア形成を包括的にサポートする体制を強化

既存プロジェクトの継続・拡大を中心に、生成AI案件やグループ間で

連携した案件を獲得

ファクトリアル社：エンタープライズ企業の大型Webサイトの構築・

運用実績、新規事業やベンチャー企業のDXパートナーとして、継続

的に改善活動を実施
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アイデミーの一気通貫支援とモデル

導入
生成AI

活用研修

スキル

進捗確認

スキル

可視化

実践

プロジェクト

実装

一気通貫
モデル

でスキル進捗確認

毎年のアセスメントにより、組織でのリテラシー
レベルを定期的に確認し、必要に応じて適切な対
策を取ることが可能に。

導入

AI/DXに関する250講座のコンテンツを
活用してAI/DXリテラシーの向上にむけ
た学習。
パーソナルAIアシスタント「My Aide」
の活用で学習を支援。

でスキル可視化

人材のスキルを継続的に把握してDX推進の戦略
的な人材育成を実現。

で実践

15

ビジネス

DX事業立案

デジタル業務改善

プログラミング

AIモデル開発

ローコードツール

業務プロセス
の自動化

データ可視化

導入により
プロジェクト実装

AIモデル開発

DX推進

MI

画像検知

需要予測

画像診断

異常検知

故障予知

リスク算定

×生成AI

LLM RAG構築

生成AI Q&A実装 生成AIマーケティングツール

対話型チャット



© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved. 16

基礎リサーチで得られた知見を活かし、新たなAIコアモジュールを開発し、Modeloyソリューションとして
提案。さらにこれらモジュールをベースに横展開可能なパッケージソフトウェアを作成することで、より低
廉な価格でAIサービスの提供が実現する仕組みを構築する

サービスの全体像

LLM（RAG)
モジュール

LLM
品質管理
モジュール

画像による
不良品検知
モジュール

材料開発
(マテリアルズ

インフォマティクス)

モジュール

自然言語処理
モジュール

市場予測
需要予測
モジュール

データサイエンティストによる最新AI動向のリサーチ等の基礎リサーチ活動

パッケージ
ソフトウェア

AIコア
モジュール

基礎
リサーチ

Aidemy Business
生成AIサポート機能

My Aide
Lab Bank AI材料開発クラウド

生成AI分野 従来型AI（ディープラーニング、機械学習…etc）分野
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2025年5月期 業績予想
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2025年5月期 業績予想

24/5期 実績 25/5期 予想（修正後） 前期比

（単位：百万円） 額 率 額 率 額

売上高 2,119 - 1,930 - ▲189

EBITDA 328 15.5% 3 0.2% ▲325

営業利益 294 13.9% ▲110 ▲5.7% ▲404

経常利益 290 13.7% ▲110 ▲5.7% ▲400

当期純利益 220 10.4% ▲150 ▲7.8% ▲370

EBITDA=営業利益＋償却費＋のれん償却費＋株式関連取得費用(仲介費用等)

方針・戦略 AI開発事業への投資を強化し、事業構造の転換を加速

AI/DXプロダクトを通じて得た強みを活かし、e-learning市場から成長余地の大きいAI開発市場へのシフトを推進
25/5期は繰越欠損金の利用による課税所得の減少が無くなった結果、法人税等が増加し当期純利益が減少
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AI開発市場における当社の優位性

19

AI/DXプロダクト事業を通じて得た強みを活かし、 e-learning市場から成長余地の大きいAI開発市場へのシフ
トを推進

①B2B顧客基盤

各市場における当社のポジション

e-learning市場

AI開発市場

e-learning市場は
レッドオーシャン化 AI開発市場規模

1.56兆円※

FY30

2020年

2025年

2030年

e-learning市場で
事業基盤を構築

当社がターゲット
とする市場を

AI開発市場にシフト

FY20

FY25

AI開発市場における

Aidemyの

ポジション拡大

企業向けのAI/DXの人材育成に関するプ

ロダクトを提供し、多くの法人顧客と

信頼関係を構築

②AI/DXに関する知見

データサイエンティストの採用を通じ

て、AI/DXに関する最新の知見を有する

e-learning市場

AI開発市場

※データ出所：DX市場の動向は投資金額ベース、AIシステム市場の動向はエンドユーザー支出額ベースより
2025年から2030年にかけても同じCAGR（25.5%）で成長すると仮定して当社が算出：0.5兆円×(1.255)5=1.56兆円

今後のアイデミーが獲得する市場の変化
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E
B

IT
D

A

2025年5月期および2026年5月期の２年間はAI開発事業への投資を強化し、事業構造の転換を加速

さらに大きく再成長AI/DXへの投資 大きく成長 AI開発事業強化に向けた投資

～FY2022 ～FY2024 ～FY2026 FY2027~

経営基盤の構築 成長基盤の強化 持続的成長

FY2022

売上高 1,156百万円

EBITDA △4百万円

FY2024

売上高 2,119百万円

EBITDA 328百万円

●アイデミーの高い成長性
を期待されVCより出資
を受ける

●今後の成長に向けて
AI/DXへ先行投資

●成長準備期間の種まき効
果が現れ急成長

●利益を生み出す基盤を構
築

27年以降の再成長に向け

AI開発事業への投資を強化
投資回収フェーズ

市場シェア拡大

先行
投資

先行
投資

この図は事業成長をイメージしたもので、実際の数値を示すものではありません
EBITDA=営業利益＋償却費＋のれん償却費＋株式関連取得費用(仲介費用)

今後の成長イメージ
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AI 活用で AI 開発を
超加速

• 複数のソフトウェア開発 AI ツールを検証し、導入を開始

・ 1年前と比べて21.8%の生産性向上を確認 ※

• パイロットプロジェクトを決め、効果測定中

• グループ会社へのノウハウの展開

全エンジニアが最新のソフトウェア
開発AIを使いこなせる状態を実現

顧客向け
AI開発プロジェクト

5年後の2030年までに、
AI 導入前比でソフトウェア開発の

生産性5倍を目指す

既に開始している取り組み

2030年までに、AIの活用によりソフトウェア開発の生産性を導入前の5倍に向上させ、ソフトウェアエンジニ
ア一人当たりの売上増を実現することで、収益性の改善を図る

2024年度 2030年度

1人あたりの
ソフトウェア開発能力の進化

×5

技術的進化のための重点施策

※Aidemy のシステム開発チームメンバーの3ヶ月間のコミット数で比較
当比較は暫定的な計測で、今後の計測方法は変化する可能性がございます
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先端技術を、
経済実装する。

Mission

AIをはじめとした新たなソフトウェア技術を、

いち早くビジネスの現場にインストールし、

次世代の産業創出を加速させる。

それが、私たちアイデミーの使命です。

Value

技術リスペクト

好奇心ドリブン

変革メイカー
自らの変革を通じて、未来を進化させよう
他人と過去は変えられないが、自分と未来は変えられる。先端技術が新たに実装さ
れるうねりの最前線で、自らをリードすることから始めて、世界の変化を生み出そ
う。自分の変化や進化は、周りに伝播する。未知との遭遇によって新しい世界を創
造し、いち早く未来のポテンシャルを解放し、得られる豊かさを分かち合おう。

23© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved.

自ら湧き出す好奇心でつながり、チームになろう
ありとあらゆるものへの好奇心が原動力。好奇心とは、自分から相手への好意の
ベクトルで、チームが強くなるための入り口である。好奇心を持って顧客に接し
、顧客を知ろう。そして、チーム、技術、トレンド、ありとあらゆる好奇心を大
事にしよう。そしてその好奇心を、新たなポテンシャルを見つける原動力にしよ
う。

技術、技術者、そしてその魅力を広げる人を尊敬しよう
人々の課題を解決し、希望を広げ、幸せのために技術を極める全ての分野のエン
ジニアに感動する。技術そのものは、先人達の不断の努力の結晶であり、熱量の
原動力である。そんな技術の可能性を具現化する、技術者、そしてその技術を取
り巻く全ての人・チームを尊敬そして感謝し、アイデミーに関わるメンバーを相
互に信頼しよう。
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顧客人材のAI/デジタル技術に関する教育・育成支援を行い、DX実現に向けて顧客と伴走することで
AI/デジタルに関する知見をインストールし、DXに必要な変革を「内製化」を通じて徹底的に支援

アイデミーの提供価値

DX推進を成功させたいが、AI/DX人材が不足している
ため社内でイニシアチブを握って変革できず、なかなか
スピーディな改革が難しい

顧客課題
インサイト

お客様に対して
提供する価値

アイデミーが価値を
提供できる理由

AI/DXに関する理解を促しDX推進の土台ができるAwareness

リテラシーを問わず初心者から経験者まで底上げできるLiteracy

常にコンテンツがアップデートされているUpdate

コンサルタントがDXを実務で活かせるところまで伴走Consulting

DX推進において部分的・一時的なデジタル化ではなく、

AI/デジタル変革を続けるための組織能力や成功体験を提供
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会社名
株式会社アイデミー
証券コード：5577

従業員数

グループ全体で正社員136名

88名
（外、臨時雇用者数37名、25/2末現在）

設立 2014年6月

代表取締役 石川 聡彦（Akihiko Ishikawa）

事業内容
AI/DXに関するプロダクト・
ソリューション事業

所在地

〒100-0004
東京都千代田区大手町1-2-1
Otemachi Oneタワー6F

41%

42%

17%

人員内訳

■ビジネス 41%
セールス、カスタマーサポート人員

■テクノロジー 42%
エンジニア、データサイエンス、
コンテンツ制作、コンサルティング
にかかる人員

■コーポレート 17%
管理部門にかかる人員

会社概要



© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved. 26

グループ会社概要

会社名 株式会社ファクトリアル

設立 2000年4月

代表取締役

山田 晋也

（Shinya Yamada）

従業員数 31名（2025/2/28時点、正社員のみ）

事業内容

クリエイティブ事業及び

Web アプリケーション

構築事業

会社名 株式会社まぼろし

設立 2008年11月

代表取締役

小林 信次

（Shinji Kobayashi）

従業員数 7名（2025/2/28時点、正社員のみ）

事業内容

モダンなWebアプリケーシ

ョン開発及びWebサイト制

作に関わる事業

会社名 株式会社トゥーアール

設立 2016年2月

代表取締役

西畑 一馬

（Nishihata Kazuma）

従業員数 9名（2025/2/28時点、正社員のみ）

事業内容

モダンなWebアプリケ

ーション開発及びWeb

サイト制作事業
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沿革

2014 2016 2018 2020 2022

起業〜黎明期 第一次成長期 第二次成長期

現在

チャレンジング期 変革・発展期

東京大学在学中、「AIを活用した
水処理施設の運転効率化」という
研究で触れた、AI技術の面白さと
期待から起業

• お弁当の宅配アプリの開発等、
色々な事業を立ち上げたり、
閉じたりの繰り返し。

• 2017年個人向けに
Aidemy Premiumリリース

• オフィス移転

（東京大学アントレプレナープラザ）

• 2018年 Aidemy Businessリリー
ス後契約企業数が毎月増加

• 2019年 CFO/COO/事業部長入社

• 経団連加入

• 2020年 8億円の資金調達にてダイキン工業などと資本業務提携
• 2020年5月 オフィス移転（神田）
• 2020年7月 AI/DXコンサルティング型の支援サービス

Modeloyリリース

• 2023年2月 オフィス移転（大手町）
• 2023年6月 東証グロース市場上場

• 2023年 Aidemy GXリリース

• 2023年 組織体制の構築に先行投資

• 2024年1月 ファクトリアル子会社化

• 2024年6月 まぼろし子会社化

• 2024年 生成AIの取組み加速

• 2024年12月 トゥーアール社子会社化
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エンタープライズを中心に幅広い業界にリーチしており、強固な顧客基盤を有する

取引中の企業様例

過去12ヶ月の顧客企業数 252社（2023年5月末）

魅力的な顧客基盤



© 2024 Aidemy Inc. All rights reserved.

今後も共同プロジェクトを実施

29

Aidemy Businessを導入後、アカウント増加によるアップセル・Modeloyへのクロスセルに波及
資本業務提携により今後も共同プロジェクトの実施を計画

ダイキン工業株式会社様の事例

2018年11月～現在
Aidemy Businessを導入し
、
研究開発部門と取引が開始

2019年8月
シェアオフィスPoint0 
コンサルティングの実施

随時
Aidemy Businessの
アカウントの拡大

2020年12月
空調施工現場での業務プ
ロセス効率化のための
Webアプリケーションの
コンサルティングの実施

顧客の課題 ユーザーインパクト

AI/DX人材の
不足

新入社員/一般社員/管理職を対象に、時間
や場所に囚われず、大人数で低コストな人
材育成を実現

データ活用企画
の不足

シェアオフィスpoint0の各種センサーで収
集したデータを活用し、今後の設備改善方
針が確定

アジャイル実践
経験の不足

ダイキン・アイデミー共同でアジャイル手
法を用いながら新規プロダクトを開発し、
実際にローンチ

2020年1月
資本業務提携

AI/DXソリューションAI/DXプロダクト

1

2

3

1

2

3
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デジタル人材の育成を起点に、様々なコンサルティングプロジェクトを実施
今後は共同開発したプロダクトの素材メーカーへの展開、そして世界販売を計画

日本ゼオン株式会社様の事例

2020年9月～現在
Aidemy Businessを導入し、
研究開発部門と取引が開始

2022年7月
初心者向けのPython
研修の実施 2022年7月～現在

営業データ利活用のた
めのコンサルティング
を実施

顧客の課題 ユーザーインパクト

AI/DX人材の
不足

研究開発部門において、デジタル人材の育
成ニーズが強く、既存の研究員のリスキリ
ングを実現

実験データ管理
体制の未整備

開発や研究に関する実験データを構造化し
原材料の配合割合から製造結果を予測する
MIの基礎モデルを共同開発中

Pythonプログラム
を書ける人材の

不足

AIモデル等を継続的に改善するために必要
な人材を育成し、サービス開発後もアップ
デートできる組織体制を構築

営業データ分析の
ための属人的な
加工が多数存在

営業データをニアリアルタイムに集計し、
レポーティングを行うことで、より素早い
経営判断を実現

2022年12月
資本業務提携

AI/DXソリューションAI/DXプロダクト

2021年11月～現在
研究開発データ利活用のための
コンサルティングを実施

開発したプロダクトの外販を今後計画

1

2

3

4

1
2

3

4
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Aidemy Businessを導入後、アップセルによって全社展開を実施。Modeloyにおいて工場内でのシステム内
製化支援、日本ゼオン社での経験・ノウハウをベースにしたMI分野のコンサルティングなどを実施

古河電気工業株式会社様の事例

2018年8月～現在
Aidemy Businessを導入し、
研究開発部門と取引が開始

2021年4月～現在
Aidemy Businessを
全社に展開

2022年12月～現在
研究開発データ利活用
のためのコンサルティ
ングの実施

顧客の課題 ユーザーインパクト

AI/DX人材の
不足

研究開発部門において、AI/機械学習の技
術を効率的に習得し、後続プロジェクトを
牽引する人材を発掘

AIモデルの実運用
システム化の経験

不足

AIモデルを運用するために必要なIoT関連
のシステムインフラ知見を補完し、実証実
験を実現

全社のAI/DX
リテラシー不足

グループ内におけるAI/DXリテラシー向上
のため、効率的な教育基盤として活用

実験データ管理
体制の未整備

開発や研究に関する実験データを構造化し
原材料の配合割合から製造結果を予測する
MIの基礎モデルを共同開発中

2021年6月
資本業務提携

AI/DXソリューションAI/DXプロダクト

2020年7月
工場内での目視検査工程
のAI化に関するコンサル
ティングを実施

今後も共同プロジェクトを実施

1

2

3

4

1
2

3 4
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Modeloyサービスの導入事例

支援実績：株式会社マツダE&T

工場の設備監視アプリを開発

取組への実績

プロダクト→ソリューション

アプリ開発

ロゴ

Aidemy Businessでの学習開始から約1年。社内人材が中心となり、開発フェーズである
Modeloyを通じて、現場課題の解決に向けたプロジェクトを主体的に推進

✔ AI/DXの基礎知識から実務への応用までをカバーするAidemy Businessを活用し、

AI/DXプロジェクトを推進できる人材育成に取り組む

プレスリリース https://aidemy.co.jp/news/14718/

✔ 工場内のアナログ式メーター（電流、電圧、水圧等）をデジタル化し、リアルタイム
でスマホやダッシュボード上で確認できるアプリを開発

✔ 点検作業の効率化やコスト削減を実現し、収集データの活用により設備メンテナンス
の精度向上を可能にした。

✔ 開発を通じて得た知見やノウハウを社内に蓄積し、他の現場や工場への横展開を検討
し、知見の内製化と現場展開の基盤構築が推進された

✔ 社内全体で現場主体のDX推進や、地域企業へのノウハウ提供に繋がる取り組みへと発
展
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サービスの導入事例

支援実績：マックス株式会社

DX人材育成プロジェクトを共同推進
〜アセスメントによる可視化スキルを踏まえ、DX人材育成体系の構築・DX推進〜

課題

取組の実績

サービス導入
事例

✔ DX推進に必要な組織基盤および人材育成体系の構築が求められていた
✔ 社員のデジタルリテラシー向上やスキルギャップの可視化と補完が必要
✔ 実務に即したAI/DXスキル習得と現場課題解決を推進する人材の育成

✔ オンラインDXラーニング「Aidemy Business」、実践型AI/DX研修「Aidemy Practice

」を導入し、基礎から実務応用まで幅広く学習

プレスリリース https://aidemy.co.jp/news/14940/

✔ プロジェクト伴走型支援「Modeloy」を活用し、組立工程設計データベース実装プロ
ジェクトを通じて実務人材を育成

✔ DX推進力アセスメント「DPAS」を導入し、社員のスキルや知識を可視化

✔ 次年度に向けた目標設定と定期フォローアップ体制を構築

今後の取り組み予定

✔ 「DPAS」導入の結果をもとに、個別スキル補完プログラムおよび実務応用プログラ
ムを展開

×

一連のサービスで
DXの人材育成～実運用までサポート
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サービスの導入事例

支援実績：株式会社ニッスイ様

カスタムGPT作成を支援
〜 LLMの基礎知識テーマ選定から、カスタムGPT作成支援までを伴走〜

課題

ソリューション

LLM（RAG)
モジュール

カスタムGPTのアイデアを検討したものの、業務への適用における出力精度や
有効性に課題

✔ LLMやカスタムGPT作成に関する基礎知識の研修を実施し、AI活用の理解
とスキル向上を支援

✔ 研究室で洗い出した複数のカスタムGPT作成アイデアの中から適切なテー
マを選定し、アイデミーのデータサイエンティストとともに複数パターン
のカスタムGPTを作成。作成後、プロンプト設計や精度向上の取り組みを
実施し、業務への有効性を検証

✔ カスタムGPTの作成と業務適用を通じ、どのような業務と生成AIが相性が
よいのか考察し、今後の業務効率化の足掛かりを構築

✔ 今後も生成AIの活用を伴走支援し、業務の効率化・生産性向上を目指す環境
を整えた

×

プロジェクト

✓

✓

✓

前提となる基礎知識の研修

カスタムGPTの作成

改善・有効性の検証
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Modeloyサービスの導入事例

支援実績：クニミネ工業株式会社様

品質保証業務の効率化に関する共同研究を日本粘土学会で発表

課題

メチレンブルー吸着量測定において、測定方法が目視判定であるため、
複数人による判定結果の平準化と作業効率が課題

✔ これまで目視で行っていた判定試験に対し、Modeloyで画

像解析モデルを開発し、自動化を実現

✔ 複数工場での判定作業の平準化と熟練技術の継承が可能に

✔ 画像解析モデルを複数の工場で使用できるよう、クラウド

を活用し、各工場で検査アプリの有用性について現場検証

をスタート

ソリューション

プレスリリース https://aidemy.co.jp/news/14676/

画像による不良品検知
モジュール
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生成AIを活用したサービスの事例

4週間集中型の生成AI特化ブートキャンプ「生成AI活用塾」を新規開講

「生成AI活用塾」は、個人を対象にした4週間集中型の生成AIに特化し
たブートキャンプで、生成AIの実践的なスキルを短期間で習得できる
プログラム。正しい知識とスキルを習得することでその力を最大限に
引き出し、業務の効率化や創造性の向上に加え、データ分析やコンテ
ンツ生成など、多様な分野での応用力を強化し、即戦力として活躍で
きる人材の育成を目指す

サービス利用前 サービス利用後

AI活用の知識が曖昧で、具体的にどのように
業務に活用できるか不明

手作業が多いため、業務効率が上がらない

チーム内でのAI活用が進んでおらず、
組織全体の生産性が上がらない

生成AI活用の具体的な活用方法を習得し、
実際の業務に応用できるスキルを獲得

手作業が減り、業務効率が向上する

チーム内でのAI導入が進み、組織全体で
生産性の向上と新たな価値創造が可能

プレスリリース https://aidemy.co.jp/news/14658/

LLM(RAG)
モジュール
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生成AIを活用したサービスの事例

支援実績：Chat GPT 研修支援

食品メーカー企業向けに生成AI基礎研修を提供予定。
本研修では業務改善の基本的な考え方を理解した上で、業務上の生成AI活用事例を
ハンズオンを通じて体得し、生成AIを使いこなせる人材の育成や組織を支援する

受注背景 成果イメージ
業界全体でDX（デジタルトランスフォーメーション）推進の必要性が高まる中、
特に生成AIおける活用スキル不足が課題となっていたことが挙げられます。最新の
技術を習得し、自社の競争力を強化するための具体的な施策を模索されおり、当社
の研修は実務に即したアジェンダを提供する点で高く評価され、クライアントのニ
ーズに合致し今回の導入決定に繋がりました。

• 業務改善の基本的考え方を理解し、現状の業務状況を整理する
• 多数の活用事例を元に、生成AIの業務への応用方法を理解する
• ブレインストーミングを通じて、自部門での活用アイデアを明確化する
• 部門での生成AI活用を推進するための｢業務活用計画書｣を作成する

1. 業務改善の基本的な考え方
• 生産性とは何か
• 生産性向上には「増やす」と「減らす」が必要

• 全ての業務を洗い出す

• 業務改善の4つの方向性を決める

2. Chat GPT（復習）
• 利用方法と活用のコツ
• 生成AIの得意なこと、苦手なこと

• 生成AI活用時のリスクコントロール 等

3. 生成AI業務活用事例の紹介と実践ハンズオン
• プレスリリースなどの文章作成
• 情報収集＆リサーチ業務

• 企画書、提案書の作成

• 顧客ニーズの理解

• テレアポ用トークスクリプトの作成 他

研修プログラム

前半時間

後半時間

3. 最終ブラッシュアップ
• 全体共有と講師からのアドバイス
• アドバイスをもとにしたブラッシュアップ
• 自身の「生成AI活用宣言」と意気込みの共有
• 振り返りと質疑応答

2. 業務活用を具体化するための
グループワーク
• 現状の業務の流れ(AsIs)を可視化する
• あるべき姿(ToBe)を描く
• 自部門での｢業務活用計画書｣を作成する

1. 自部門での活用アイデアの
ブレインストーミング
• アイディエーションの技法と実践のコツ
• グループでのブレインストーミング実践
• 全体共有と講師からのアドバイス

LLM(RAG)
モジュール

概要
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生成AIを活用したサービスの事例

生成AIによるサステナビリティに関する
アンケート回答案作成・業務効率化

サステナビリティの取り組みに関する社外からの膨大なアンケートに対して
適切な回答が導出できるか、実データを用いて機能検証中

GX×LLMプロジェクト事例

回答出力欄質問入力欄

LLM(RAG)
モジュール
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LINEアカウント運用開始
2025年3月3日よりLINEアカウントによるIRニュースの情報発信を開始しました。

ご案内

ぜひアイデミーIR の LINE アカウントを「友だち」追加してください。

■LINEアカウントID
＠aidemy_ir
下記リンクからも友だち登録可能となっております。
https://lin.ee/IH1RDek

https://lin.ee/IH1RDek
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● 本プレゼンテーション資料は、株式会社アイデミー（以下「当社」といいます。）の関連情報等のご案内のみを目的として当社が作成したも

のであり、米国、日本国またはそれ以外の一切の法域における有価証券の買付けまたは売付け申し込みの勧誘を構成するものではありません

。米国、日本国またはそれ以外の一切の法域において、適用法令に基づく登録もしくは届出またはこれらの免除を受けずに、当社の有価証券

の募集または販売を行うことはできません。

● 本プレゼンテーション資料に記載されている情報または意見は、現時点の経済、規制、市場等の状況を前提としていますが、その真実性、正

確性または完全性について、当社は何ら表明及び保証するものではありません。本プレゼンテーション資料の使用または内容等に関して生じ

たいかなる損害についても、当社または当社のアドバイザーは一切の責任を負いません。

● 本プレゼンテーション資料に記載された情報は、事前に通知することなく変更されることがあります。本プレゼンテーション資料及びその記

載内容について、当社の書面による事前の同意なしに、何人も、その他の目的で公開または利用することはできません。

● 将来の業績に関して本プレゼンテーション資料に記載された記述は、予想、目標に関する記述です。将来予想に関する記述には、これに限り

ませんが「信じる」、「予期する」、「計画」、「戦略」、「期待する」、「予想する」、「予測する」または「可能性」や将来の事業活動

、業績、出来事や状況を説明するその他類似した表現を含みます。将来予想に関する記述は、現在入手可能な情報をもとにした当社の経営陣

の判断に基づいています。そのため、これらの将来予想に関する記述は、様々なリスクや不確定要素に左右され、実際の業績は将来予想に関

する記述に明示または黙示された予想とは大幅に異なる場合があります。したがって、将来予想に関する記述に全面的に依拠することのない

ようご注意ください。

● 本プレゼンテーション資料に記載されている当社以外の企業等に関する情報および第三者の作成に関する情報は、公開情報等から引用したも

のであり、そのデータ・指標等の正確性・適切性等について、当社は独自の検証は行っておらず、何らその責任を負うことはできません。
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本資料の取り扱いについて
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